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都市のコンパクト化は手段
奥宮　海道先生は以前からコンパク

トシティについてご研究をされてお

られ、先生が協議会会長、私も委員

として参加して策定した名古屋市の

「低炭素都市2050なごや戦略」でも、

様々な問題解決のために、都市の集

約化をご提案されています。

　先生が初めてコンパクトシティと

いうお話をされ始めてから、地球環

境問題が大きく言われるようになっ

たり、東日本大震災があったりと、

社会情勢がかなり変わってきており

ますが、改めて今、コンパクトシテ

ィの意義をどのようにお考えか、伺

わせてください。

海道　自動車交通が発達する前、都

市の基本的な形というのは、人間が
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歩ける範囲で出来ていました。

　江戸時代の100万人都市・江戸も

そういう形で、日常生活に必要なも

のは家の周りにありましたし、働く

場も近くにあって、徒歩で暮らせま

した。密度もすごく高かったわけで

す。そういう都市のコンパクトさは

江戸時代のみならず、ギリシャやロ

ーマの時代からありました。

　それが20世紀になって、特に自

動車交通がすごく発達し、鉄道など

の他の公共交通も発達して、まちが

外へ外へと郊外化していき、コンパ

クトさを失いました。その象徴がス

プロール現象やドーナツ化現象です。

この現象はアメリカだと20世紀半

ばから、日本では1960年代の高度

成長期以降に起こりました。その流

れを問題視して、ヨーロッパ各国で

も、アメリカでも、都市のコンパク

ト化が進められて来ています。

　日本の場合は、90年代に都市中

心部の商業的な賑わいが失われてし

まったことが大きな問題となりまし

た。中心市街地にいわゆるシャッタ

ー通りが出現したわけです。それで

商店主に向けて商業振興的な施策を

展開してきたのですが、郊外に大規

模ショッピングセンターがどんどん

出来たりして、うまくいかなかった。

そこでやはり都市の構造自体を見直

さなければいけないという方向に風

向きが変わったのです。

　2006年の中心市街地活性化法改

正はそうした流れの中で行なわれ、

都市をコンパクトにすることが、都

市中心部の賑わい創出や活性化に有

効だということを、国が提示しまし

た。

　その一方で、地球環境問題への関

心の高まりもあり、色々な面でコン

パクトな都市像が有効ではないかと

言われるようになりました。その認

識が広がって来て、多くの自治体の

都市政策の中にコンパクトシティと

いう言葉が掲げられるようになった

というのが、今の状況ではないかと

思います。

　実施例はまだまだ乏しい状況です

が、都市がきちんとコンパクト化さ

れ、公共交通とリンクしているほう

が、財政面でもエネルギー面でも、

色々な面で望ましいということが、

各所で試算されています。コンパク

トシティは、都市らしさを取り戻し、

経済・社会・環境など色々な面で持

続可能な都市をつくるための根本的

な解決策となり得ると考えています。

奥宮　なるほど。

海道　ただ、名古屋のような高密度

な都市と、少し密度が低い岐阜県の

高山市のようなところでコンパクト

シティ化するのは、都市構造も人口

規模も歴史も違いますから、それぞ

れのまちに見合ったやり方で計画し、

進めていくことが必要です。

奥宮　そうですね。それぞれの地域

に「うちはこのようなまちにしたい」

というものがあって、その実現方法

としてコンパクトシティがあるべき

で、コンパクトシティありきとなら

ないように注意する必要があります

ね。

海道　コンパクトシティはあくまで

手段なんですよね。何のためにコン
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パクトにするのか。それによって何

を得ようとするのか。そこに目標が

なければ、意味がありません。

奥宮　まずはそれぞれの都市が歴史

や地域性などの特性を考慮して、ど

のようなクオリティの都市を目指す

のかというところをきちんと設定す

ることが重要ですね。

地域性に合わせた目標設定を
海道　低炭素都市2050なごや戦略

では、「駅そば生活圏」というものを

大きな柱の一つとしました。駅そば

生活圏というコンセプトは、名古屋

市ではそもそも低炭素都市形成のた

めではなく、交通政策の面で、以前

から考えられていたことでした。

　名古屋市は、東京・大阪と比べて

みると、自動車交通利用の分担率が

すごく高くて、自動車交通の依存率

を下げることが、環境に対しても、

都市の暮らしにおいても、すごく有

効ではないかということで、駅に着

目したのです。もちろん駅の整備は

相当進んでいるわけなので、これ以

上地下鉄や鉄道をつくる必要はなく

て、もう少し駅に近いところに住む

人たちの割合が増えれば、現在の公

共交通インフラを十分に使えるので

はないか。そうしたら自動車を使う

必要も減っていきますから、自動車

の分担率も下がるのではないかとい

う論理なんですね。そのストーリー

を実現していくための手段としてコ

ンパクト化があるわけです。

奥宮　名古屋市の場合はその方向で

よいと思うのですが、まちの質を上

げるという意味では、都市の形など

のハードウェアばかりに目を向ける

だけではなく、これからは情報化社

会ということで、ICTなどを活用し

た公共サービスの向上といった選択

もありますよね。そういう意味で言

えば、ソフトウェアも視野に入れた

コンパクトなシステムづくりを考え

るということも必要だと思います。

　そういう情報をエネルギーシステ

ムでも活用して、高度なスマートエ

ネルギーネットワークと言われるよ

うなものを整備しようという考え方

も重要なことだと思います。

　最近はもう、エネルギーからまち

づくりを考えてもいいと言われる方

もいます。私も可能性があれば、現

存のまちなかの施設配置を組み直し

て、面的エネルギーシステムの効率

が上がるような施設機能の組み合わ

せを誘導するという取り組みがあっ

てもいいと思っています。

目指す都市の形とエネルギー
奥宮　日本には実施例がまだ少ない

というお話がありました。コンパク

トシティの実際の構想や取り組みで

よいものがあれば教えていただきた

いのですが、いかがでしょうか。

海道　日本国内での取り組みとして

は、富山市の例が有名ですね。

　富山市は県庁所在都市の中でも最

も車の利用率が高くて、人口密度が

低い都市です。地理の授業で習った

ことがあると思いますが、あそこの

砺波平野は散居村ということで、農

家1軒1軒が分散して住むというの

が特徴なんですね。さらには、日本
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で一番というくらい、住宅1軒当た

りの床面積が大きい。富山では、稼

いで、立派な家を建てるというのが

男の夢と聞いたことがあります。そ

ういう地域の文化的な背景がありま

す。また、地勢的には、呉羽丘陵を

挟んで西側に高岡市という大きな都

市があるという形態もあって、すご

い車社会が形成されてきたのだと思

います。

　それを現在の市長が、富山市はコ

ンパクトな都市を目指すということ

で、政策転換を宣言しました。それ

で、富山市ではもともと路面電車や

鉄道が発達していて、駅が割と整備

されているということがあったので、

路面電車をLRT（次世代型路面電

車）として整備し直し、幹線バス路

線を組み合わせて、中心部とLRT、

JRの駅の周辺に色々な機能を集約

するという、串型とでも呼べるよう

な都市構造を目指すことになり、現

在、様々な施策を進めているところ

です。

奥宮　海外の事例ではいかがですか。

海道　海外であれば、デンマークの

コペンハーゲン市の取り組みをご紹

介したいですね。あそこは持続可能

な都市づくりを大きな目標に掲げて

おり、2014年の「ヨーロッパ環境首

都」に選ばれました。

　環境政策に力を入れた都市づくり

を進めており、1920年代から地域

暖房システムが導入されていて、地

域の熱需要の98％を賄っています。

しかもその熱源の3分の1がバイオ

マスとゴミ排熱を利用しているとい

うことで、CO2削減に非常に熱心で

す。2025年までにカーボンニュー

トラルの達成を目指しています。

　世界一の自転車都市を目指すとい

う取り組みもしていて、現地に行っ

てみると、極端に言えば歩く人より

自転車のほうが多いという状況です。

自転車道は緑化も進められ、安全で

経済的で健康にもいいということで

市民から非常に支持を得ています。

　ひどく水が汚れていた運河も、浄

化を進めていって、

今では泳ぐことがで

きるまでとなってい

ます。そうすると運

河沿いが市民のレク

リエーションの場と

しても機能するよう

になり、働く人々の

労働環境もよくなっ

て、企業の収益も上

がる。そういう環境

のところには投資も

進むんですね。水辺

の不動産の価格も上

がり、色々な面で波

及効果が出ています。

人口も 1980 年代に

一度減少したのです

が、また増加に転じ

ています。

奥宮　すごいですね。

海道　コンパクトシティとの関係で

言えば、都市の中に新規の開発地区

はあまりないのですけれど、港湾地

区や工場跡地、軍用地を、多機能・

高密度なまちへと再開発を行ない、

そこに公共交通を結び付けています。

　また、首都圏計画として、フィン

ガープランというのを1950年頃か

ら継続的に進めています。「手のひ

ら」がコペンハーゲンで、「指」の部

分に公共交通を整備し、その駅の周

辺600m圏内に、オフィスや商業地

区を集約するという施策です。

　このようにコペンハーゲンでは、

環境政策、経済政策がうまく組み込

まれた都市計画が進められています。

　その辺が日本は縦割り行政で、環

境政策といっても、うまく進んでい

ない印象があります。

奥宮　その点、名古屋市では駅そば

の低炭素地区形成に対してのワン

ストップサービス的なものとして、

様々な情報やアドバイスを提供する

という取り組みを始めようとしてい
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ますね。

　また、今の2つの事例については、

富山市では歴史的な背景を考慮して、

串形の都市構造にしようという大き

なグランドデザインを描いたわけで

すね。コペンハーゲン市もフィンガ

ープランという目標とする都市の形

態がある。まちの目指す形が決まる

と、エネルギーシステムというのは

非常に設計しやすくなるだろうなと

いうことを感じました。

　これは現実的ではないのかもしれ

ませんが、どこかに大きな排熱源が

あれば、線路沿いや地下鉄内に導管

を通すとか、そういった都市形態を

有効に活用することも可能になる時

がくるかもしれません。

　フィンガープランであれば、その

指と指の間の空いているところに再

生可能エネルギー源を整備して、駅

そば生活圏に送り込むとか、そうい

う仕組みも考えられると思います。

都市とエネルギーの一体的議論が必要
海道　名古屋市には名駅南地区とい

うところがありますね。あそこの開

発を今後どう進めていくべきかとい

うテーマの勉強会に、

学生たちと一緒に参

加する機会がありま

した。

　参加者は、地主の

方とディベロッパ

ー、市役所の方、そ

れから地区内の昔か

らの住人の方々など

で、今後リニア新幹

線の駅が入ってきた

時にどうするかとか、

色々な議論をしまし

た。しかし、思い起

こしてみると、エネ

ルギーシステムにつ

いての議論はなかっ

たですね。普段あま

り意識しなくても、

開発をすれば当然エ

ネルギーも付いてく

るという前提がそれぞれにあったの

かもしれません。

　名古屋市は地域熱供給（地域冷暖

房）の整備がすごく進んでいるとこ

ろです。例えば、これから名駅南地

区で大規模な開発をする時に、既存

の地域熱供給と組み合わせるとどう

なるのか。奥宮先生が先ほど言われ

たように、異なる施設機能や、それ

ぞれの昼と夜、平日と休日といった

需要変動の違いをうまく組み合わせ

ることによってエネルギーを最も有

効に利用できるという提案が、そう

いうワークショップのような場など

でできれば、エネルギーの側から新

しい発想が生まれるのではないかと

思うんですね。こういうものは地球

環境にも経済性にも密接に関わるこ

とですから、すごく大事なはずです。

奥宮　そうですね。建築単体の設計

でも同じことが言えて、通常は建築

のデザインがあって、構造設計、設

備設計へという流れで建築の設計が

進むのですけれど、本当にサスティ

ナブルな建築と評価されているもの

は、早い段階から建築設計に設備計

画がコミットしているんです。

　定性的でもいいと思うのですが、

こちらのシステムのほうが地域のエ

ネルギー消費量が少なくなるといっ

たことが、都市計画の評価指標の一

つとして取り入れられることが重要

ですね。地権者の方もそういう方針

があれば、地域熱供給などの導入に

前向きになってくださると思います。

　どんなものでもいいから安ければ

いいとなってしまうと、せっかくコ

ンパクトシティを進めていこうとし

ても、持続可能性というものが担保

されなくなると思います。

　地域エネルギーシステムは、都市

の集約化を進めていく際にも、やは

り早い時期にコミットすることが非

常に重要ではないかと考えます。
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